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１，施設紹介

・企業理念 （企業としての存在意義）

「お客様の豊かな社会生活と健康な暮らしを提供します。」

・所在地

山梨県笛吹市石和町市部1090-1

・開局時間

月～金曜 9:00～20:00

土曜 9:00～19:00

定休日 日曜、祝日

・従業員数

薬剤師：5人 調剤事務：4人（非常勤含む）



ウエルシア薬局 石和市部店



・処方箋枚数（月平均）

約2200枚 うち、がん関連の処方箋枚数月平均約10枚

・店舗数

2025年2月現在 店舗数2,243店舗

調剤併設店1,979店舗

当局は全国に展開する調剤併設のドラッグであり

セルフメディケーション予防

処方箋応需による治療

ご自宅、施設にお伺いしたりする介護

の予防、治療、介護のすべてを行っています。



本題に入ります。



目的
がん化学療法の支持療法を理解し、トレーシングレポート
などの活用例を参考に調剤薬局薬剤師が抗がん剤副作用
のサポートの行い方を学ぶ。そして、連携充実加算を算定し
ている病院薬剤師と連携をとりハイリスク加算２の算定へ繋
げていく。

ちなみに山梨は連携充実加算を算定している病院は山梨
医大、山梨厚生病院、山梨県立中央病院となっております。



化学療法の支持療法とは

抗がん剤治療を行っている患者様の副作用のコントロール
を薬物治療などで行うことです。支持療法を行うことによって
患者様の副作用発現予防、抗がん剤治療が副作用によっ
て中止になることを抑制することができるようになります。

例えば、デキサメタゾン、アプレピタント、オランザピン、

調剤用パンビタン末、ARB（オルメサルタン）など





日本癌治療学会編「制吐薬適正使用ガイドライン」第2版より一部改変



支持療法にはルールがあります。

代表的なもの・・・悪心・嘔吐の支持療法の例

＜アプレピタントカプセル＞

抗がん剤前：アプレピタント１２５ｍｇを当日内服

抗がん剤後：アプレピタント８０ｍｇを投与翌日と翌々日

＜オランザピン錠５ｍｇ＞

抗がん剤治療前日から夕食後もしくは就寝前に５日間くらい連続服
用。

＜デキサメタゾン錠４ｍｇ＞

投与翌日から８ｍｇで２日間服用

など



症例の紹介

６１歳 女性で当薬局に新患として来局。下記の外科の
院外処方箋を持ってきました。

アプレピタントカプセル８０ｍｇ １Ｃ

デキサメタゾン錠４ｍｇ ２錠

分１ 朝食後 ２日分

「治療後翌日から内服」とコメントありです。



患者様のへの聞き取り

・肺がんで点滴治療中。

・医師から治療期間などは伝えられておらず３週間で同じこ

とを繰り返していると言っている。

・点滴を２つ行うときはこの薬が処方されている。１つしか点
滴しない日もあり、その時はこの薬は処方されていないと言っ
ている。

再発難治性の肺がんということしか理解できず肺がんの種
類、レジメンなどは不明。ただし、重要なことがありました。



重要なこととは？

処方箋を持って来られた日付です。点滴を行った日から２
日後に持参されました。処方箋には「治療後翌日から内服
開始」と記載ありです。患者様は悪心・嘔吐を感じていない
ということでした。

支持療法はレジメン通りの服用が必要ですが治療後の翌
日に内服できていないのでトレーシングレポートでこのことを医
師に報告いたしました。



実際に提出させていただ
いたトレーシングレポートで
す。

薬剤部のホームページに
がん専用の書式がありまし
た。



トレージングレポートの内容



＜がん担当の薬剤師からの返信です。＞

報告ありがとうございます。当患者のレジメンはカルボプラチン＋アブラキ
サン＋キイトルーダ併用療法です。スケジュールはday1が３剤併用、
day8,day15はアブラキサン単独で3週サイクルでの治療です。３コース
目day1のため吐き気止めの支持療法（アプレピタント３日間＋デカドロ
ン２日間）が必要となります。私たちの方でも再度、必要性についての
説明もさせていただきますが貴薬局におかれましても引き続きサポートをお
願いします。（nab-PTXは催吐リスク分類で軽度、CBDCAは中等度）



医師から返事がきました。説明をしましたが不十分で申し
訳ないとのこと。

・肺扁平上皮癌でStage４

・レジメンについて

CBDCA＋nab-PTX＋Pembrolizumab

と教えてくれました。



その後

ハイリスク２の加算はトレーシングレポートを病院に提出す
ることが算定要件の一部であり、院外処方箋の内容が支持
療法でも算定可ですので次回来局時に算定しました。

また、このようなイベントがなくても副作用、患者様の訴え、
何か指導した内容など送ってみるとそれが抗がん剤の副作用
の初期症状であったりします。病院の診察時以外の日常の
貴重な情報になったりしますので気づいたことがあればトレー
シングレポートを送ってみてはいかがでしょうか？
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